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２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
も
の
の
、
２
０
２
３
年
第
２
四
半

期
に
お
け
る
「
中
小
企
業
」
の
景
況
認
識

は
、
１
９
９
４
年
以
降
最
高
水
準
を
記
録

し
た
。
一
方
で
、
足
下
で
は
回
復
に
足
踏

み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。（
図
１
）
業
種

別
に
見
る
と
、
２
０
２
０
年
第
２
四
半
期

に
い
ず
れ
の
業
種
も
大
き
く
業
況
判
断
が

悪
化
し
た
が
、
そ
の
後
は
回
復
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
の
傾
向
は
２
０
２
３
年
上
半
期

に
お
い
て
は
継
続
し
て
い
た
も
の
の
、
２

０
２
４
年
以
降
は
、
い
ず
れ
の
業
種
も
回

復
に
足
踏
み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

企
業
規
模
別
に
売
上
高
・
経
常
利
益
の

推
移
を
見
る
と
、「
売
上
高
（
中
小
企
業
）」

は
、
２
０
２
１
年
第
１
四
半
期
を
底
に
増

加
傾
向
に
あ
り
、
足
下
は
増
加
幅
に
縮
小

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、「
経
常
利
益

（
中
小
企
業
）」
は
、
２
０
２
０
年
第
３
四

半
期
を
底
に
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

が
、
大
企
業
と
比
較
し
て
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
そ
の
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

●
雇
用
環
境

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
最
も
重

視
す
る
経
営
課
題
を
確
認
し
た
も
の
を
見

る
と
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
事
業
者
」

共
に
「
人
材
確
保
」
と
回
答
す
る
割
合
が

最
も
高
く
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
は
企
業

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
共
通
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
、

「
中
規
模
企
業
」
で
は
「
省
力
化
・
生
産
性

向
上
」、「
小
規
模
事
業
者
」
で
は
「
事
業

承
継
（
後
継
者
不
在
を
含
む
）」
の
回
答
割

合
が
「
人
材
確
保
」
に
次
い
で
高
く
、
こ

う
し
た
面
に
も
人
材
不
足
へ
の
課
題
感
が

表
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。（
図
２
）

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
不

足
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
り
、
企
業
規

模
別
に
見
る
と「
中
規
模
企
業
」の
不
足
感

が
特
に
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
建
設
業
」

に
お
い
て
特
に
不
足
感
が
強
い
こ
と
が
分

か
る
。

●
労
働
生
産
性・設
備
投
資・デ
ジ
タ
ル
化・

Ｄ
Ｘ

　

企
業
規
模
別
に
労
働
生
産
性
（
従
業
員

一
人
当
た
り
付
加
価
値
額
）
の
推
移
を
見

る
と
、「
大
企
業
」
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
企
業
」
で

は
お
お
む
ね
横
ば
い
が
続
い
て
お
り
、
約

３
０
年
前
と
比
較
す
る
と
緩
や
か
に
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
労
働
生

産
性
の
推
移
を
業
種
別
に
見
る
と
、
多
く

の
業
種
に
お
い
て
横
ば
い
の
傾
向
で
推
移

し
て
お
り
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び
は

小
さ
い
傾
向
に
あ
る
。

●
価
格
転
嫁

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
仕
入
価

格
・
販
売
価
格
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
、

原
材
料
・
商
品
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ

Ｉ
の
推
移
を
見
る
と
、「
原
材
料
・
商
品
仕

入
単
価
Ｄ
Ｉ
」
の
上
昇
は
足
下
で
落
ち
着

い
て
い
る
も
の
の
高
水
準
が
続
い
て
お
り
、

「
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
」
と
の
差
は
埋
ま
っ
て

お
ら
ず
、「
採
算
Ｄ
Ｉ
」
は
お
お
む
ね
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。（
図
３
）

　

次
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２
４
年

に
お
け
る
コ
ス
ト
全
般
及
び
各
コ
ス
ト
の

変
動
に
対
す
る
価
格
転
嫁
率
の
推
移
を
見

た
も
の
で
あ
る
。
各
コ
ス
ト
の
転
嫁
率
は

上
昇
傾
向
で
あ
り
、「
コ
ス
ト
全
般
」
の
転

嫁
率
は
直
近
で
５
割
程
度
ま
で
上
昇
し
て

い
る
が
、
更
な
る
価
格
転
嫁
の
実
現
が
期

待
さ
れ
る
。（
図
４
）

●
賃
金
・
賃
上
げ

　
（
図
５
）は
、賃
金
の
動
向
や
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
の
動
向
に
つ
い

て
確
認
す
る
た
め
、
最
低
賃
金
の
推
移
を

見
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
度
の
最

低
賃
金
の
全
国
加
重
平
均
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
51
円
、比
率
に
し
て
５
．１
％
の

改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
１
，
０
５
５
円

と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
ま
た
、

春
季
労
使
交
渉
に
よ
る
賃
上
げ
率
の
推
移

を
見
る
と
、
２
０
２
４
年
の
賃
上
げ
の
状

況
は
、「
賃
上
げ
率（
全
規
模
）」
で
５
．１

０
％
、「
賃
上
げ
率（
中
小
）」
で
４
．４
５

％
と
な
り
、
約
30
年
ぶ
り
の
水
準
と
な
っ

た
。

　
（
図
６
）は
、
企
業
規
模
別
に
付
加
価
値

額
の
構
成
要
素
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
賃

上
げ
余
力
を
高
め
る
に
は
付
加
価
値
額
に

占
め
る
営
業
純
益
の
割
合
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
、「
中
小
企
業
」
は
「
大

企
業
」
と
比
較
し
て
こ
の
割
合
が
低
い
。

　

労
働
分
配
率
に
着
目
す
る
と
、「
中
規
模

企
業
」
及
び
「
小
規
模
企
業
」
の
労
働
分

配
率
は
約
８
割
で
あ
り
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
更
な
る
賃
上
げ
余
力
は
、

大
企
業
と
比
較
し
て
厳
し
い
状
況
と
い
え

る
。

●
倒
産
・
休
廃
業
・
事
業
承
継

　

倒
産
件
数
の
推
移
を
見
る
と
、
２
０
０

９
年
以
降
、
倒
産
件
数
は
減
少
傾
向
だ
っ

た
が
、
２
０
２
１
年
を
底
に
増
加
傾
向
に

転
じ
、
２
０
２
４
年
の
倒
産
件
数
は
１
０
，

０
０
６
件
だ
っ
た
。
ま
た
、
従
業
員
規
模

別
に
見
る
と
、「
〜
４
人
」
の
企
業
が
大
半

を
占
め
て
い
る
。
要
因
別
に
見
る
と
、「
人

手
不
足
」
に
関
連
す
る
も
の
に
加
え
、「
物

価
高
」
を
要
因
と
し
た
倒
産
の
件
数
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、
中
小
企
業
に
お
け
る
後
継
者
不

在
率
の
推
移
を
、
経
営
者
の
年
代
別
に
見

た
も
の
を
見
る
と
、「
全
体
」
と
し
て
後
継

者
不
在
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
経
営
者

の
年
代
が
「
60
代
」
以
上
の
事
業
者
に
お

い
て
も
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
後
継
者
不
足
の
解
消
が
一
定
程
度
進

ん
で
い
る
と
い
え
る
。

　

鳥
取
県
の
人
口
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、特
に
10
代
・
20
代
の
若
者
の

転
出
超
過
が
進
む
な
か
、
若
者
の

地
元
就
職
の
促
進
と
定
着
に
向
け

て
若
者
の
県
内
就
職
・
定
着
等
に
関

す
る
協
定
締
結
式
に
当
会
岩
﨑
会

長
が
出
席
し
、
鳥
取
県
と
鳥
取
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
を
は
じ
め

と
す
る
経
済
３
団
体
が
協
定
を
結

ん
だ
。

　

平
成
27
年
か
ら
県
内
の
産
業
界

と
協
力
し
て
鳥
取
県
未
来
人
材
育

成
基
金
を
設
置
し
、
特
に
担
い
手

の
確
保
が
難
し
い
業
種
に
就
職
す

る
若
者
へ
８
年
間
で
約
９
０
０
人

の
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
て
き

た
が
、
近
年
の
状
況
を
鑑
み
、
奨

学
金
返
済
支
援
の
対
象
を
、
公
務

員
を
除
い
た
全
業
種
に
拡
大
し
た

こ
と
に
伴
い
、
官
民
が
連
携
し
て

若
者
の
転
出
超
過
や
人
口
減
少
の

抑
制
に
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
（
企
画
振
興
部　

名
越
）

協定式の様子

若
者
の
地
元
就
職
促
進
と

　
　
定
着
に
向
け
た
協
定
を
結
ぶ

　

５
月
14
日
、
鳥
取
市「
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」
に
お
い
て
令
和

７
年
度
第
１
回
正
副
・
会
長
・
支
部
長

会
議
並
び
に
第
１
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。

　

正
副
・
会
長
・
支
部
長
会
議
で
は
、

第
１
回
理
事
会
提
出
議
案
で
あ
る
①

令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
書
承
認
の
件
②
令
和
６
年
度
基

本
財
産
収
支
決
算
書
承
認
の
件
③
令

和
６
年
度
会
館
建
設
に
係
る
基
本
財

産
特
別
会
計
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
書
承
認
の
件
④
令
和
６
年
度
共

済
事
業
特
別
会
計
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
書
承
認
の
件
⑤
令
和
７
年

度
通
常
総
会
日
程
の
件
の
５
つ
の
議

案
を
協
議
・
決
定
し
た
。ま
た
、表
彰

審
査
会
を
開
催
し
、
優
良
組
合
、
組

合
功
労
役
員
、
組
合
功
労
職
員
を
決

定
し
た
。
表
彰
は
通
常
総
会
の
席
上

で
行
わ
れ
る
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
第
１
回
理
事

会
に
お
い
て
も
、
第
１
回
正
副
・
会

長
・
支
部
長
会
議
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
満
場
一
致

で
承
認
。
同
議
案
が
６
月
18
日
に
鳥

取
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥

取
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
令
和
７

年
度
通
常
総
会
へ
と
提
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部　

亀
井
）

第１回理事会の様子

令
和
７
年
度

　
　
通
常
総
会
提
出
議
案
を
決
定

　

本
会
で
は
５
月
８
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
、労
働
、金
融
、税
制
、

商
業
、
総
合
・
工
業
の
各
専
門

委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

各
専
門
員
会
で
は
、
第
76
回

中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
決
議

経
過
報
告
と
第
77
回
中
小
企
業

団
体
全
国
大
会
提
出
議
題
に
つ

い
て
審
議
。
そ
の
結
果
は
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
・
全
国
で
の
協
議
を

経
て
11
月
12
日
、
広
島
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
お
い
て

要
望
す
る
。

　

ま
た
、
各
専
門
委
員
会
で
は

助
言
者
を
招
聘
し
、
労
働
で
は

鳥
取
労
働
局
・
山
下
禎
博
局
長

よ
り
「
国
の
労
働
政
策
、
支
援

策
等
に
つ
い
て
」
及
び
鳥
取
県

雇
用
人
材
局
・
藤
田
博
美
局
長

よ
り「
鳥
取
県
の
労
働
政
策
、支

援
策
等
に
つ
い
て
」、金
融
で
は

鳥
取
県
信
用
保
証
協
会
・
三
木

雅
夫
専
務
理
事
よ
り
「
中
小
企

業
の
資
金
繰
り
支
援
等
に
つ
い

て
」
及
び
鳥
取
県
商
工
労
働
部

企
業
支
援
課
・
河
野
小
夜
子
課

長
よ
り
「
鳥
取
県
の
制
度
金
融

等
の
取
組
に
つ
い
て
」、税
制
で

は
山
陰
み
ら
い
税
理
士
法
人
境

港
事
務
所
・
谷
田
真
基
税
理
士

よ
り
「
中
小
企
業
関
係
税
制
等

に
つ
い
て
」、商
業
で
は
鳥
取
県

商
工
労
働
部
・
佐
々
木
徹
経
済

産
業
振
興
監
よ
り
「
鳥
取
県
の

商
業
関
係
施
策
に
つ
い
て
」、
総

合
・
工
業
で
は
西
日
本
税
理
士

法
人
・
大
久
保
計
良
税
理
士
よ

り
「
年
収
の
壁
に
つ
い
て
」
そ
れ

ぞ
れ
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
意
見
交
換
を
行
い
、業

界
・
組
合
の
現
況
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
物
価
高
騰
等
の
影
響
と
価

格
転
嫁
状
況
、
人
材
確
保
や
賃

上
げ
対
応
な
ど
喫
緊
の
課
題
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

　
　
　
　
（
企
画
振
興
部　

名
越
）専門委員会の様子

全
国
大
会
提
出
議
題
を
審
議

　
　
　
　
５
専
門
委
員
会
を
開
催

中 央 会

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
奨
学
金
返
済
助
成
の
原
資
と

な
る
「
鳥
取
県
未
来
人
材
育
成
基

金
」
へ
の
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
０
２
５
年
版　
中
小
企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書
の
ポ
イ
ン
ト

自
社
の
現
状
を
把
握
し
、

　

適
切
な
対
策
を
打
つ
経
営
力
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ポ
イ
ン
ト

　

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
も
の
の
、
２
０
２
３
年
第
２
四
半

期
に
お
け
る
「
中
小
企
業
」
の
景
況
認
識

は
、
１
９
９
４
年
以
降
最
高
水
準
を
記
録

し
た
。
一
方
で
、
足
下
で
は
回
復
に
足
踏

み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。（
図
１
）
業
種

別
に
見
る
と
、
２
０
２
０
年
第
２
四
半
期

に
い
ず
れ
の
業
種
も
大
き
く
業
況
判
断
が

悪
化
し
た
が
、
そ
の
後
は
回
復
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
の
傾
向
は
２
０
２
３
年
上
半
期

に
お
い
て
は
継
続
し
て
い
た
も
の
の
、
２

０
２
４
年
以
降
は
、
い
ず
れ
の
業
種
も
回

復
に
足
踏
み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

企
業
規
模
別
に
売
上
高
・
経
常
利
益
の

推
移
を
見
る
と
、「
売
上
高
（
中
小
企
業
）」

は
、
２
０
２
１
年
第
１
四
半
期
を
底
に
増

加
傾
向
に
あ
り
、
足
下
は
増
加
幅
に
縮
小

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、「
経
常
利
益

（
中
小
企
業
）」
は
、
２
０
２
０
年
第
３
四

半
期
を
底
に
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

が
、
大
企
業
と
比
較
し
て
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
そ
の
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

●
雇
用
環
境

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
最
も
重

視
す
る
経
営
課
題
を
確
認
し
た
も
の
を
見

る
と
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
事
業
者
」

共
に
「
人
材
確
保
」
と
回
答
す
る
割
合
が

最
も
高
く
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
は
企
業

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
共
通
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
、

「
中
規
模
企
業
」
で
は
「
省
力
化
・
生
産
性

向
上
」、「
小
規
模
事
業
者
」
で
は
「
事
業

承
継
（
後
継
者
不
在
を
含
む
）」
の
回
答
割

合
が
「
人
材
確
保
」
に
次
い
で
高
く
、
こ

う
し
た
面
に
も
人
材
不
足
へ
の
課
題
感
が

表
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。（
図
２
）

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
不

足
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
り
、
企
業
規

模
別
に
見
る
と「
中
規
模
企
業
」の
不
足
感

が
特
に
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
建
設
業
」

に
お
い
て
特
に
不
足
感
が
強
い
こ
と
が
分

か
る
。

●
労
働
生
産
性・設
備
投
資・デ
ジ
タ
ル
化・

Ｄ
Ｘ

　

企
業
規
模
別
に
労
働
生
産
性
（
従
業
員

一
人
当
た
り
付
加
価
値
額
）
の
推
移
を
見

る
と
、「
大
企
業
」
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
企
業
」
で

は
お
お
む
ね
横
ば
い
が
続
い
て
お
り
、
約

３
０
年
前
と
比
較
す
る
と
緩
や
か
に
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
労
働
生

産
性
の
推
移
を
業
種
別
に
見
る
と
、
多
く

の
業
種
に
お
い
て
横
ば
い
の
傾
向
で
推
移

し
て
お
り
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び
は

小
さ
い
傾
向
に
あ
る
。

●
価
格
転
嫁

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
仕
入
価

格
・
販
売
価
格
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
、

原
材
料
・
商
品
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ

Ｉ
の
推
移
を
見
る
と
、「
原
材
料
・
商
品
仕

入
単
価
Ｄ
Ｉ
」
の
上
昇
は
足
下
で
落
ち
着

い
て
い
る
も
の
の
高
水
準
が
続
い
て
お
り
、

「
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
」
と
の
差
は
埋
ま
っ
て

お
ら
ず
、「
採
算
Ｄ
Ｉ
」
は
お
お
む
ね
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。（
図
３
）

　

次
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２
４
年

に
お
け
る
コ
ス
ト
全
般
及
び
各
コ
ス
ト
の

変
動
に
対
す
る
価
格
転
嫁
率
の
推
移
を
見

た
も
の
で
あ
る
。
各
コ
ス
ト
の
転
嫁
率
は

上
昇
傾
向
で
あ
り
、「
コ
ス
ト
全
般
」
の
転

嫁
率
は
直
近
で
５
割
程
度
ま
で
上
昇
し
て

い
る
が
、
更
な
る
価
格
転
嫁
の
実
現
が
期

待
さ
れ
る
。（
図
４
）

●
賃
金
・
賃
上
げ

　
（
図
５
）は
、賃
金
の
動
向
や
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
の
動
向
に
つ
い

て
確
認
す
る
た
め
、
最
低
賃
金
の
推
移
を

見
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
度
の
最

低
賃
金
の
全
国
加
重
平
均
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
51
円
、比
率
に
し
て
５
．１
％
の

改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
１
，
０
５
５
円

と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
ま
た
、

春
季
労
使
交
渉
に
よ
る
賃
上
げ
率
の
推
移

を
見
る
と
、
２
０
２
４
年
の
賃
上
げ
の
状

況
は
、「
賃
上
げ
率（
全
規
模
）」
で
５
．１

０
％
、「
賃
上
げ
率（
中
小
）」
で
４
．４
５

％
と
な
り
、
約
30
年
ぶ
り
の
水
準
と
な
っ

た
。

　
（
図
６
）は
、
企
業
規
模
別
に
付
加
価
値

額
の
構
成
要
素
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
賃

上
げ
余
力
を
高
め
る
に
は
付
加
価
値
額
に

占
め
る
営
業
純
益
の
割
合
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
、「
中
小
企
業
」
は
「
大

企
業
」
と
比
較
し
て
こ
の
割
合
が
低
い
。

　

労
働
分
配
率
に
着
目
す
る
と
、「
中
規
模

企
業
」
及
び
「
小
規
模
企
業
」
の
労
働
分

配
率
は
約
８
割
で
あ
り
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
更
な
る
賃
上
げ
余
力
は
、

大
企
業
と
比
較
し
て
厳
し
い
状
況
と
い
え

る
。

●
倒
産
・
休
廃
業
・
事
業
承
継

　

倒
産
件
数
の
推
移
を
見
る
と
、
２
０
０

９
年
以
降
、
倒
産
件
数
は
減
少
傾
向
だ
っ

た
が
、
２
０
２
１
年
を
底
に
増
加
傾
向
に

転
じ
、
２
０
２
４
年
の
倒
産
件
数
は
１
０
，

０
０
６
件
だ
っ
た
。
ま
た
、
従
業
員
規
模

中
小
企
業
白
書（
抜
粋
）

令
和
６
年
度（
２
０
２
４
年
度
）の

中
小
企
業
の
動
向

第1部

別
に
見
る
と
、「
〜
４
人
」
の
企
業
が
大
半

を
占
め
て
い
る
。
要
因
別
に
見
る
と
、「
人

手
不
足
」
に
関
連
す
る
も
の
に
加
え
、「
物

価
高
」
を
要
因
と
し
た
倒
産
の
件
数
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、
中
小
企
業
に
お
け
る
後
継
者
不

在
率
の
推
移
を
、
経
営
者
の
年
代
別
に
見

中小企業 中規模企業 小規模事業者

資料：中小企業庁・（独）中小企業基盤整備機構「中小企業景況調査」
（注）景況調査の業況判断DIは、前年同期と比べて、業況が「好転」と答えた企業の割合（％）から、「悪化」と答えた企業の割合（％）を引いたもの。

（図1） 業況判断DIの推移（企業規模別）
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た
も
の
を
見
る
と
、「
全
体
」
と
し
て
後
継

者
不
在
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
経
営
者

の
年
代
が
「
60
代
」
以
上
の
事
業
者
に
お

い
て
も
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
後
継
者
不
足
の
解
消
が
一
定
程
度
進

ん
で
い
る
と
い
え
る
。

　
政
府
は
、
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業

庁
が
と
り
ま
と
め
た
２
０
２
５
年
版
中

小
企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書
を
４

月
25
日
に
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
版
白
書
で
は
、
激
変
す

る
環
境
に
お
い
て
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
が
課
題
を
乗
り
越
え
、成
長
・

持
続
的
発
展
を
遂
げ
る
に
当
た
っ
て
は
、

経
営
者
が
、
自
ら
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
と
方
向
性
を
把
握
し
、
適
切
な
対
策

を
打
つ
力
と
し
て
の
「
経
営
力
」
が
重

要
と
し
て
い
ま
す
。
本
書
で
は
、
こ
の

「
経
営
力
」
に
焦
点
を
当
て
、
事
例
を

交
え
つ
つ
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
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２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
も
の
の
、
２
０
２
３
年
第
２
四
半

期
に
お
け
る
「
中
小
企
業
」
の
景
況
認
識

は
、
１
９
９
４
年
以
降
最
高
水
準
を
記
録

し
た
。
一
方
で
、
足
下
で
は
回
復
に
足
踏

み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。（
図
１
）
業
種

別
に
見
る
と
、
２
０
２
０
年
第
２
四
半
期

に
い
ず
れ
の
業
種
も
大
き
く
業
況
判
断
が

悪
化
し
た
が
、
そ
の
後
は
回
復
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
の
傾
向
は
２
０
２
３
年
上
半
期

に
お
い
て
は
継
続
し
て
い
た
も
の
の
、
２

０
２
４
年
以
降
は
、
い
ず
れ
の
業
種
も
回

復
に
足
踏
み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

企
業
規
模
別
に
売
上
高
・
経
常
利
益
の

推
移
を
見
る
と
、「
売
上
高
（
中
小
企
業
）」

は
、
２
０
２
１
年
第
１
四
半
期
を
底
に
増

加
傾
向
に
あ
り
、
足
下
は
増
加
幅
に
縮
小

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、「
経
常
利
益

（
中
小
企
業
）」
は
、
２
０
２
０
年
第
３
四

半
期
を
底
に
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

が
、
大
企
業
と
比
較
し
て
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
そ
の
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

●
雇
用
環
境

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
最
も
重

視
す
る
経
営
課
題
を
確
認
し
た
も
の
を
見

る
と
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
事
業
者
」

共
に
「
人
材
確
保
」
と
回
答
す
る
割
合
が

最
も
高
く
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
は
企
業

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
共
通
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
、

「
中
規
模
企
業
」
で
は
「
省
力
化
・
生
産
性

向
上
」、「
小
規
模
事
業
者
」
で
は
「
事
業

承
継
（
後
継
者
不
在
を
含
む
）」
の
回
答
割

合
が
「
人
材
確
保
」
に
次
い
で
高
く
、
こ

う
し
た
面
に
も
人
材
不
足
へ
の
課
題
感
が

表
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。（
図
２
）

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
不

足
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
り
、
企
業
規

模
別
に
見
る
と「
中
規
模
企
業
」の
不
足
感

が
特
に
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
建
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業
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に
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不
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感
が
強
い
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と
が
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る
。

●
労
働
生
産
性・設
備
投
資・デ
ジ
タ
ル
化・

Ｄ
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規
模
別
に
労
働
生
産
性
（
従
業
員

一
人
当
た
り
付
加
価
値
額
）
の
推
移
を
見

る
と
、「
大
企
業
」
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
企
業
」
で

は
お
お
む
ね
横
ば
い
が
続
い
て
お
り
、
約

３
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年
前
と
比
較
す
る
と
緩
や
か
に
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少
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る
。
ま
た
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中
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業
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を
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と
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い
て
横
ば
い
の
傾
向
で
推
移

し
て
お
り
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び
は

小
さ
い
傾
向
に
あ
る
。

●
価
格
転
嫁

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
仕
入
価

格
・
販
売
価
格
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
、

原
材
料
・
商
品
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ

Ｉ
の
推
移
を
見
る
と
、「
原
材
料
・
商
品
仕

入
単
価
Ｄ
Ｉ
」
の
上
昇
は
足
下
で
落
ち
着

い
て
い
る
も
の
の
高
水
準
が
続
い
て
お
り
、

「
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
」
と
の
差
は
埋
ま
っ
て

お
ら
ず
、「
採
算
Ｄ
Ｉ
」
は
お
お
む
ね
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。（
図
３
）

　

次
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２
４
年

に
お
け
る
コ
ス
ト
全
般
及
び
各
コ
ス
ト
の

変
動
に
対
す
る
価
格
転
嫁
率
の
推
移
を
見

た
も
の
で
あ
る
。
各
コ
ス
ト
の
転
嫁
率
は

上
昇
傾
向
で
あ
り
、「
コ
ス
ト
全
般
」
の
転

嫁
率
は
直
近
で
５
割
程
度
ま
で
上
昇
し
て

い
る
が
、
更
な
る
価
格
転
嫁
の
実
現
が
期

待
さ
れ
る
。（
図
４
）

●
賃
金
・
賃
上
げ

　
（
図
５
）は
、賃
金
の
動
向
や
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
の
動
向
に
つ
い

て
確
認
す
る
た
め
、
最
低
賃
金
の
推
移
を

見
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
度
の
最

低
賃
金
の
全
国
加
重
平
均
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
51
円
、比
率
に
し
て
５
．１
％
の

改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
１
，
０
５
５
円

と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
ま
た
、

春
季
労
使
交
渉
に
よ
る
賃
上
げ
率
の
推
移

を
見
る
と
、
２
０
２
４
年
の
賃
上
げ
の
状

況
は
、「
賃
上
げ
率（
全
規
模
）」
で
５
．１

０
％
、「
賃
上
げ
率（
中
小
）」
で
４
．４
５

％
と
な
り
、
約
30
年
ぶ
り
の
水
準
と
な
っ

た
。

　
（
図
６
）は
、
企
業
規
模
別
に
付
加
価
値

額
の
構
成
要
素
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
賃

上
げ
余
力
を
高
め
る
に
は
付
加
価
値
額
に

占
め
る
営
業
純
益
の
割
合
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
、「
中
小
企
業
」
は
「
大

企
業
」
と
比
較
し
て
こ
の
割
合
が
低
い
。

　

労
働
分
配
率
に
着
目
す
る
と
、「
中
規
模

企
業
」
及
び
「
小
規
模
企
業
」
の
労
働
分

配
率
は
約
８
割
で
あ
り
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
更
な
る
賃
上
げ
余
力
は
、

大
企
業
と
比
較
し
て
厳
し
い
状
況
と
い
え

る
。

●
倒
産
・
休
廃
業
・
事
業
承
継

　

倒
産
件
数
の
推
移
を
見
る
と
、
２
０
０

９
年
以
降
、
倒
産
件
数
は
減
少
傾
向
だ
っ

た
が
、
２
０
２
１
年
を
底
に
増
加
傾
向
に

転
じ
、
２
０
２
４
年
の
倒
産
件
数
は
１
０
，

０
０
６
件
だ
っ
た
。
ま
た
、
従
業
員
規
模

別
に
見
る
と
、「
〜
４
人
」
の
企
業
が
大
半

を
占
め
て
い
る
。
要
因
別
に
見
る
と
、「
人

手
不
足
」
に
関
連
す
る
も
の
に
加
え
、「
物

価
高
」
を
要
因
と
し
た
倒
産
の
件
数
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、
中
小
企
業
に
お
け
る
後
継
者
不

在
率
の
推
移
を
、
経
営
者
の
年
代
別
に
見
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資料：（株）帝国データバンク「令和６年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）「直面している経営課題のうち、まだ取り組んでいないが、これから着手する必要があるもの」で最も重要なものについて聞いたもの。

（図2） 最も重視する経営課題（企業規模別）

資料：中小企業庁「価格交渉促進月間フォローアップ調査」
（注）1.2022年３月、2022年９月、2023年３月、2023年９月、2024年３月、2024年９月の調査における、価格転嫁率の平均値を算出したもの。

2.ここでの価格転嫁率とは、主要な発注側企業（最大３社）との間で、直近６か月間のコスト上昇分のうち、何割を価格転嫁できたかの回
答を集計したもの。

（図4） 各コストの変動に対する価格転嫁率の推移
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た
も
の
を
見
る
と
、「
全
体
」
と
し
て
後
継

者
不
在
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
経
営
者

の
年
代
が
「
60
代
」
以
上
の
事
業
者
に
お

い
て
も
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
後
継
者
不
足
の
解
消
が
一
定
程
度
進

ん
で
い
る
と
い
え
る
。

資料：中小企業庁・（独）中小企業基盤整備機構「中小企業景況調査」
（注）1.売上単価DIとは、前年同期と比べて、売上単価が「上昇」と答えた企業の割合（％）から、「低下」と答えた企業の割合（％）を引いたものである。

2.原材料・商品仕入単価DIとは、前年同期と比べて、原材料・商品仕入単価が「上昇」と答えた企業の割合（％）から、「低下」と答えた企業の割合
  （％）を引いたものである。
3.採算DIとは、前年同期と比べて、採算（経常利益）が「好転」と答えた企業の割合（％）から、「悪化」と答えた企業の割合（％）を引いたものである。

（図3） 売上単価DI、原材料・商品仕入単価DI、採算DIの推移
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２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
も
の
の
、
２
０
２
３
年
第
２
四
半

期
に
お
け
る
「
中
小
企
業
」
の
景
況
認
識

は
、
１
９
９
４
年
以
降
最
高
水
準
を
記
録

し
た
。
一
方
で
、
足
下
で
は
回
復
に
足
踏

み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。（
図
１
）
業
種

別
に
見
る
と
、
２
０
２
０
年
第
２
四
半
期

に
い
ず
れ
の
業
種
も
大
き
く
業
況
判
断
が

悪
化
し
た
が
、
そ
の
後
は
回
復
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
の
傾
向
は
２
０
２
３
年
上
半
期

に
お
い
て
は
継
続
し
て
い
た
も
の
の
、
２

０
２
４
年
以
降
は
、
い
ず
れ
の
業
種
も
回

復
に
足
踏
み
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

企
業
規
模
別
に
売
上
高
・
経
常
利
益
の

推
移
を
見
る
と
、「
売
上
高
（
中
小
企
業
）」

は
、
２
０
２
１
年
第
１
四
半
期
を
底
に
増

加
傾
向
に
あ
り
、
足
下
は
増
加
幅
に
縮
小

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、「
経
常
利
益

（
中
小
企
業
）」
は
、
２
０
２
０
年
第
３
四

半
期
を
底
に
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

が
、
大
企
業
と
比
較
し
て
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
そ
の
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

●
雇
用
環
境

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
最
も
重

視
す
る
経
営
課
題
を
確
認
し
た
も
の
を
見

る
と
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
事
業
者
」

共
に
「
人
材
確
保
」
と
回
答
す
る
割
合
が

最
も
高
く
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
は
企
業

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
共
通
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
、

「
中
規
模
企
業
」
で
は
「
省
力
化
・
生
産
性

向
上
」、「
小
規
模
事
業
者
」
で
は
「
事
業

承
継
（
後
継
者
不
在
を
含
む
）」
の
回
答
割

合
が
「
人
材
確
保
」
に
次
い
で
高
く
、
こ

う
し
た
面
に
も
人
材
不
足
へ
の
課
題
感
が

表
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。（
図
２
）

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
不

足
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
り
、
企
業
規

模
別
に
見
る
と「
中
規
模
企
業
」の
不
足
感

が
特
に
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
建
設
業
」

に
お
い
て
特
に
不
足
感
が
強
い
こ
と
が
分

か
る
。

●
労
働
生
産
性・設
備
投
資・デ
ジ
タ
ル
化・

Ｄ
Ｘ

　

企
業
規
模
別
に
労
働
生
産
性
（
従
業
員

一
人
当
た
り
付
加
価
値
額
）
の
推
移
を
見

る
と
、「
大
企
業
」
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、「
中
規
模
企
業
」、「
小
規
模
企
業
」
で

は
お
お
む
ね
横
ば
い
が
続
い
て
お
り
、
約

３
０
年
前
と
比
較
す
る
と
緩
や
か
に
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
労
働
生

産
性
の
推
移
を
業
種
別
に
見
る
と
、
多
く

の
業
種
に
お
い
て
横
ば
い
の
傾
向
で
推
移

し
て
お
り
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び
は

小
さ
い
傾
向
に
あ
る
。

●
価
格
転
嫁

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
仕
入
価

格
・
販
売
価
格
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
、

原
材
料
・
商
品
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ

Ｉ
の
推
移
を
見
る
と
、「
原
材
料
・
商
品
仕

入
単
価
Ｄ
Ｉ
」
の
上
昇
は
足
下
で
落
ち
着

い
て
い
る
も
の
の
高
水
準
が
続
い
て
お
り
、

「
売
上
単
価
Ｄ
Ｉ
」
と
の
差
は
埋
ま
っ
て

お
ら
ず
、「
採
算
Ｄ
Ｉ
」
は
お
お
む
ね
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。（
図
３
）

　

次
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２
４
年

に
お
け
る
コ
ス
ト
全
般
及
び
各
コ
ス
ト
の

変
動
に
対
す
る
価
格
転
嫁
率
の
推
移
を
見

た
も
の
で
あ
る
。
各
コ
ス
ト
の
転
嫁
率
は

上
昇
傾
向
で
あ
り
、「
コ
ス
ト
全
般
」
の
転

嫁
率
は
直
近
で
５
割
程
度
ま
で
上
昇
し
て

い
る
が
、
更
な
る
価
格
転
嫁
の
実
現
が
期

待
さ
れ
る
。（
図
４
）

●
賃
金
・
賃
上
げ

　
（
図
５
）は
、賃
金
の
動
向
や
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
の
動
向
に
つ
い

て
確
認
す
る
た
め
、
最
低
賃
金
の
推
移
を

見
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
度
の
最

低
賃
金
の
全
国
加
重
平
均
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
51
円
、比
率
に
し
て
５
．１
％
の

改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
１
，
０
５
５
円

と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
ま
た
、

春
季
労
使
交
渉
に
よ
る
賃
上
げ
率
の
推
移

を
見
る
と
、
２
０
２
４
年
の
賃
上
げ
の
状

況
は
、「
賃
上
げ
率（
全
規
模
）」
で
５
．１

０
％
、「
賃
上
げ
率（
中
小
）」
で
４
．４
５

％
と
な
り
、
約
30
年
ぶ
り
の
水
準
と
な
っ

た
。

　
（
図
６
）は
、
企
業
規
模
別
に
付
加
価
値

額
の
構
成
要
素
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
賃

上
げ
余
力
を
高
め
る
に
は
付
加
価
値
額
に

占
め
る
営
業
純
益
の
割
合
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
、「
中
小
企
業
」
は
「
大

企
業
」
と
比
較
し
て
こ
の
割
合
が
低
い
。

　

労
働
分
配
率
に
着
目
す
る
と
、「
中
規
模

企
業
」
及
び
「
小
規
模
企
業
」
の
労
働
分

配
率
は
約
８
割
で
あ
り
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
更
な
る
賃
上
げ
余
力
は
、

大
企
業
と
比
較
し
て
厳
し
い
状
況
と
い
え

る
。

●
倒
産
・
休
廃
業
・
事
業
承
継

　

倒
産
件
数
の
推
移
を
見
る
と
、
２
０
０

９
年
以
降
、
倒
産
件
数
は
減
少
傾
向
だ
っ

た
が
、
２
０
２
１
年
を
底
に
増
加
傾
向
に

転
じ
、
２
０
２
４
年
の
倒
産
件
数
は
１
０
，

０
０
６
件
だ
っ
た
。
ま
た
、
従
業
員
規
模

別
に
見
る
と
、「
〜
４
人
」
の
企
業
が
大
半

を
占
め
て
い
る
。
要
因
別
に
見
る
と
、「
人

手
不
足
」
に
関
連
す
る
も
の
に
加
え
、「
物

価
高
」
を
要
因
と
し
た
倒
産
の
件
数
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、
中
小
企
業
に
お
け
る
後
継
者
不

在
率
の
推
移
を
、
経
営
者
の
年
代
別
に
見

最低賃金（左軸） 引上げ率（右軸）

人件費 支払利息等 動産・不動産賃借料 租税公課 営業純益

（年度）

（年度）

資料：財務省「法人企業統計調査年報」
（注）1.ここでの大企業とは資本金10億円以上の企業、中小企業とは資本金１億円未満の企業とする。

2.金融業、保険業は含まれていない。
3.付加価値額＝営業純益（営業利益ー支払利息等）＋人件費＋支払利息等＋動産・不動産賃借料＋租税公課。
4.人件費＝役員給与＋役員賞与＋従業員給与＋従業員賞与＋福利厚生費。

100

80

60

40

20

0

8.3％
（％） 中小企業

資料：厚生労働省「地域別最低賃金の全国一覧」
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（図5） 最低賃金の推移

資料：（株）東京商工リサーチ「全国企業倒産状況」
（注）1.ここでの「倒産」とは、企業が債務の支払不能に陥ることや、経済活動を続けることが困難になった状態となること。

また、私的倒産（銀行取引停止処分、内整理）も倒産に含まれる。
2.負債総額1,000万円以上の倒産が集計対象。

（図6） 付加価値額の構成要素（企業規模別）

（図7） 倒産件数の推移

（年度）
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た
も
の
を
見
る
と
、「
全
体
」
と
し
て
後
継

者
不
在
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
経
営
者

の
年
代
が
「
60
代
」
以
上
の
事
業
者
に
お

い
て
も
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
後
継
者
不
足
の
解
消
が
一
定
程
度
進

ん
で
い
る
と
い
え
る
。
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こ
の
た
び
４
月
１
日
付
け
で
鳥
取
労

働
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
並
び

に
各
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
労

働
行
政
の
推
進
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

着
任
か
ら
約
２
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
物
価
高
や

人
手
不
足
等
を
背
景
と
し
て
企
業
の
賃

上
げ
機
運
が
続
く
一
方
で
、
米
国
政
府

に
よ
る
関
税
措
置
等
の
影
響
に
よ
り
経

済
は
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
、
鳥
取
労
働
局
で
は

昨
年
度
と
同
様
「
多
様
な
人
材
の
活
躍

と
人
材
確
保
支
援
」「
誰
も
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
」
を
最
重
点
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
多
様
な
人
材
の
活
躍
と
人

材
確
保
支
援
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
鳥

取
県
内
の
本
年
３
月
の
有
効
求
人
倍
率

は
１
．３
５
倍
（
季
節
調
整
値
）
で
全
国

平
均
の
１
．２
６
倍
を
０
．０
９
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
人
手
不

足
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

中
長
期
的
に
見
ま
し
て
も
、
鳥
取
県

は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、
一
人
で
も

多
く
の
就
業
者
を
増
や
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
女
性
、

新
規
学
卒
者
、
障
害
者
、
外
国
人
の
方
、

そ
し
て
高
齢
者
の
方
な
ど
様
々
な
方
が

個
々
の
事
情
に
応
じ
て
、自
ら
の
能
力
・

経
験
を
活
か
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

　

労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
質

の
高
い
求
人
充
足
（
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能

の
強
化
）
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
人

材
確
保
支
援
に
よ
り
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
、
ま
た
、
事
業
者
に
よ
る

雇
用
管
理
改
善
等
の
取
組
を
通
じ
て
、

職
場
定
着
を
促
進
し
、
人
材
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
に
お
い
て
も
、
人
材
確

保
、
職
場
定
着
に
向
け
た「
賃
上
げ
」は

大
き
な
関
心
事
で
す
が
、
生
産
性
向
上

に
資
す
る
設
備
投
資
な
ど
を
行
い
賃
金

引
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
対
す
る
業
務
改
善
助
成
金

の
利
用
促
進
を
図
る
ほ
か
、
働
き
控
え

を
な
く
す
年
収
の
壁
へ
の
対
応
や
正
社

員
転
換
を
進
め
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
助
成
金
、
働
き
方
改
革
推
進
支
援

助
成
金
等
事
業
者
の
皆
様
の
目
的
に
沿

っ
た
助
成
金
を
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
取
市
内
に
設
置
し

て
い
る
「
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ

ィ
ス
鳥
取
」
で
も
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
皆
様
に
き
め
細
や
か
な
相

談
・
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
積

極
的
な
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
「
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
長
時

間
労
働
の
削
減
に
向
け
昨
年
度
か
ら
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
た

自
動
車
運
転
者
、
建
設
業
、
医
師
等
へ

の
対
応
を
含
め
労
働
局
、
各
労
働
基
準

監
督
署
に
お
い
て
き
め
細
か
な
相
談
・

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
災
害
の
防
止
に
向
け
て

は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
60
歳
以
上
の

高
年
齢
労
働
者
等
の
労
働
災
害
を
防
止

す
る
た
め
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
め
た
「
鳥
取
労
働
局

第
14
次
労
働
災
害
防
止
推
進
計
画
」
に

基
づ
く
取
組
を
進
め
、
労
働
災
害
防
止

団
体
等
と
も
連
携
し
て
、
引
き
続
き
計

画
に
定
め
ら
れ
た
目
標
の
達
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
労
働
局
、
各
労
働
基
準

監
督
署
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
一
体
と

な
っ
て
、
国
の
総
合
労
働
行
政
機
関
と

し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
皆
様
の
労
働
行
政
に
対
す
る
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
貴
会
並
び
に
会
員
の
皆

様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

鳥
取
労
働
局

　
　
　
局
　
長
　
山
下
禎
博
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こ
ん
な
事
業
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

令
和
7
年
度 

中
央
会
支
援
事
業

知
っ
て
得
す
る！

支
援
希
望
組
合
等
を
募
集

第
1
回
募
集
期
間

　
　

４
月
１
日
〜
６
月
30
日

中 央 会 支 援 事 業

① 

連
携
組
織
付
加
価
値
向
上
事
業

【
内
容
】
組
合
等
連
携
組
織
が
直
面
す
る
問

題
の
解
決
や
組
合
の
活
性
化
に
資
す
る
取

り
組
み
な
ど
総
合
的
に
支
援

【
対
象
経
費
】
謝
金
、旅
費
、原
材
料
費
、借

損
料
、
通
信
運
搬
費
、
消
耗
品
費
等

【
支
援
上
限
額
】
１
６
０
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】
総
事
業
費
の
１
／
３

② 

鳥
取
県
産
業
未
来
共
創
事
業

【
内
容
】
新
た
な
事
業
展
開
、
生
産
性
向
上

に
資
す
る
取
組
み
を
支
援

【
支
援
対
象
】
県
内
中
小
企
業
者
・
小
規
模

事
業
者

【
対
象
事
業
】①
商
品
開
発
・
販
路
開
拓
等
、

②
設
備
投
資

※
県
の
予
算
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

経
営
力
強
化
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

〈
専
門
家
派
遣
事
業
〉

【
内
容
】
人
材
確
保
難
や
地
域
課
題
対
応
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専
門
家

よ
り
助
言
を
う
け
、
組
合
の
経
営
改
善
の

取
り
組
み
を
総
合
的
に
支
援

【
対
象
経
費
】
専
門
家
謝
金
・
旅
費
等

【
支
援
上
限
額
】
３
６
１
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】
自
己
負
担
な
し

〈
先
進
事
例
調
査
研
究
〉

【
内
容
】
人
材
確
保
難
や
地
域
課
題
対
応
な

ど
に
つ
い
て
、
県
内
外
の
先
進
事
例
調
査
研

究
を
行
い
取
り
組
み
の
一
助
に
な
る
よ
う
支

援
【
対
象
経
費
】
委
員
旅
費
、
会
場
借
料

【
支
援
上
限
額
】
２
６
０
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】
自
己
負
担
な
し

人
材
確
保
・
定
着
支
援
事
業

【
内
容
】
業
界
の
P
R
映
像
を
制
作
し
、人
材

確
保
を
し
よ
う
と
す
る
組
合
に
対
し
支
援

【
対
象
経
費
】
検
討
委
員
会
開
催
費
用
、 

Ｐ

Ｒ
映
像
制
作
費

【
補
助
上
限
額
】 

６
５
０
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】

Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
費
の
１
／
３

　
事
業
承
継
円
滑
化
支
援
事
業

【
内
容
】
経
営
資
源
を
見
え
る
化
し
、
事
業

を
円
滑
に
承
継
す
る
た
め
の
支
援

【
自
己
負
担
割
合
】
自
己
負
担
な
し

組
合
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支
援
事
業

【
内
容
】
震
災
や
豪
雨
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

分
断
の
影
響
な
ど
リ
ス
ク
対
応
と
し
て
の

事
業
継
続
計
画
作
成
を
支
援

【
支
援
上
限
額
】
４
１
６
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】
自
己
負
担
な
し

① 

販
促
ツ
ー
ル
作
成
支
援
事
業

【
内
容
】
販
路
開
拓
の
取
組
み
を
行
う
組
合

組
合
等
の『
諸
問
題
解
決
』や

　
　
　
『
新
た
な
取
組
み
』を
支
援

物
価
高
騰
、人
材
確
保
等
地
域
課
題

　
　
　
　
　
　
　

 

の
解
決
を
支
援

組
合
員
の『
人
材
確
保
』の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

  

取
組
み
を
支
援

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
対
応
に
よ
る

　
　
　
　
　

経
営
強
化
を
支
援

『
デ
ジ
タ
ル
化
』に
よ
る

　
　
　
　
　

経
営
強
化
を
支
援

組
合・組
合
員
の『
事
業
承
継
』を
支
援

リ
ス
ク
発
生
に
対
応
す
る

　
『
事
業
継
続
計
画
』作
成
を
支
援

国
内
外
の
商
談
会
等
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
『
販
路
開
拓
』を
支
援

※
詳
細
は
本
会
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

等
の
販
売
促
進
ツ
ー
ル
の
作
成
に
対
し
支
援

【
支
援
上
限
額
】
４
７
０
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】
総
事
業
費
の
１
／
３

② 

展
示
商
談
会
等
参
加
支
援
事
業

【
内
容
】
当
会
の
指
定
す
る
商
談
会
等
に
出

展
し
、
販
路
開
拓
を
行
お
う
と
す
る
組
合

等
に
対
し
支
援

【
支
援
上
限
額
】
５
３
５
，
０
０
０
円

連
携
組
織
Ｄ
Ｘ
対
応
支
援
事
業

【
内
容
】
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に
よ
る
事
業
の
効
率
化
、
事

業
活
動
の
向
上
を
支
援

【
支
援
上
限
額
】
１
８
７
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】
自
己
負
担
な
し

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
普

及
・
対
応
支
援
事
業

【
内
容
】Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
化
社
会
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援

【
支
援
上
限
額
】
１
８
７
，
０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】
自
己
負
担
な
し
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パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
２０
周
年
を
祝
う

創
立
50
周
年
を
記
念
し

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

　
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会（
会
長
・
藤
原

正
実
氏
）は
、４
月
12
日
・
13
日
、鳥
取
市「
鳥
取
県
立

布
勢
総
合
運
動
公
園
」（
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）

に
お
い
て
、「
と
っ
と
り
Ｆ
Ａ
Ｎ
！
Ｆ
Ｕ
Ｎ
！
Ｆ
Ｅ
Ｓ
！

２
０
２
５
」を
開
催
し
た
。

　
当
イ
ベ
ン
ト
は
、当
会
が
創
立
50
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、地
元
鳥
取
の
皆
様
へ
日
頃
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
と
し
、「
〜
地
元
を
愛
し
て
！
楽

し
む
！
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
〜
」を
テ
ー
マ
に
実
施
。

　
会
場
で
は
、県
内
外
約
50
の
飲
食
店
や
縁
日
屋
台
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ほ
か
、様
々
な
お
仕
事
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、10
種
類
の
巨
大

エ
ア
遊
具
が
集
結
し
た
エ
リ
ア
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、多
く
の
親
子
が
来
場
し
賑
わ
い
を

見
せ
た
。

　
尾
﨑
統
括
委
員
長
は「
節
目
と
な
る
創
立
50
周
年

を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
方
に
来
場
頂
き
大

変
嬉
し
い
。異
業
種
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
強
み
と

青
年
ら
し
く
行
動
力
を

発
揮
し
、団
結
し
た
結

果
だ
と
思
う
。青
年
中

央
会
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
を
再
認
識
で
き
た
良

い
事
業
に
な
っ
た
。 

ぜ

ひ
今
後
の
会
の
活
動
に

も
継
承
し
て
も
ら
え
た

ら
」と
述
べ
た
。

（
企
画
振
興
部　
安
陪
）

　
倉
吉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合（
理
事

長
・
小
林
健
治
氏
）は
、３
月
30
日
よ
り
、

「
ア
ー
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

商
店
街
美

術
館
」を
展
開
し
て
い
る
。

　
鳥
取
県
立
美
術
館
の
開
館
に
合
わ
せ
、

倉
吉
銀
座
商
店
街
内
の
店
舗
に
地
元
ゆ

か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、商
店
街
一
帯
を
美
術
館
に
見
立

て
て
、県
立
美
術
館
へ
の
来
館
者
を
商

店
街
に
誘
導
、賑
わ
い
の
創
出
を
図
る

も
の
で
、７
店
舗
に
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、作
品
を
展
示
し
て
い
る
店
舗
の
他
、

県
立
美
術
館
、市
の
観
光
案
内
所
な
ど

に
備
え
置
か
れ
、ア
ー
ト
展
示
ス
ポ
ッ

ト
を
４
箇
所
以
上
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
応
募
す
る
と
、抽
選
で
商
店
街

や
県
立
美
術
館
の
関
連
グ
ッ
ズ
な
ど
が

当
た
る
。

　
倉
吉
銀
座
商
店
街
は「
ア
ー
ト
で
福

高
」を
掲
げ
て
お
り
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
９
月
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
振
興
部　
森
本
）

　
鳥
取
本
通
商
店
街
振
興
組
合（
理
事

長
・
髙
橋
俊
夫
氏
）は
、４
月
12
日「
パ

レ
ッ
ト
と
っ
と
り
」に
お
い
て
、20
周

年
記
念
感
謝
祭
を
開
催
し
た
。

　
当
施
設
は
、平
成
17
年
４
月
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、生
鮮
食
品
や
地
元
鳥
取
の

食
材
を
活
か
し
た
グ
ル
メ
が
楽
し
め
る

飲
食
店
、ケ
ア
サ
ロ
ン
や
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
開
か
れ
る
交
流
ホ
ー
ル

な
ど
が
入
居
し
、街
を
訪
れ
る

方
や
近
隣
住
民
の
方
々
に
親
し

ま
れ
、今
年
で
20
周
年
を
迎
え

た
。

　
20
周
年
を
記
念
し
た
感
謝
祭

で
は
、商
店
街
の
約
30
店
舗
で

使
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
販
売
や
飲
食
店
等
の
マ
ル

シ
ェ
、交
流
ホ
ー
ル
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、多
く
の
来
街
者

で
賑
わ
っ
た
。

　
髙
橋
理
事
長
は「
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と

り
も
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
お
客
様
そ
し
て
、手
を
携
え
て
や
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥
取
市
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
み
な
さ
ん
に

も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。数
年

前
に
コ
ン
ビ
ニ
を
商
店
街
が
経
営
す
る

と
い
う
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋｙ
な
方
法
を
用
い

ま
し
て
か
ら
電
気
ガ
ス
の
支
払
い
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
も
容
易
に
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。私
ど
も
に
と
り
ま
し
て

周
辺
の
方
の「
便
利
に
な
っ
た
」と
い
う

お
声
を
聞
く
こ
と
が
恍
惚
で
ご
ざ
い
ま

す
。鳥
取
本
通
商
店
街
に
パ
レ
ッ
ト
と

っ
と
り
が
こ
の
街
に
誕
生
し
て
20
周
年
、

こ
れ
は
30
周
年
50
周
年
へ
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
周
り
の
皆
様
の
生
活
に
密
着
し
た

利
便
性
を
重
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

  （
組
織
支
援
部　
柳
原
）

ア
ー
ト
で
福
高
！

「
ア
ー
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

商
店
街
美
術
館
」を
展
開

感謝祭の様子

スタンプラリーパンフレット

会場の様子
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４
月
23
日
、鳥
取
市「
鳥
取
ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
」に
お
い
て
、

本
会
組
合
等
設
立
・
新
規
創
業
支
援

事
業
を
活
用
し
、協
同
組
合
デ
ジ
タ

ル
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。総
会
終
了
後
に
は
創
立
披
露
宴

も
催
さ
れ
、鳥
取
県
、鳥
取
市
、高
等

学
校
等
関
係
者
が
集
ま
り
新
た
な
門

出
を
祝
っ
た
。

　
当
組
合
は
、県
内
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
保
有
す
る
事
業
者
が
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
持
ち
寄

り
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業

務
改
善
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
や
各
種
Ｉ

Ｔ
関
連
補
助
金
活
用
な
ど
、組
合
を

通
じ
て
相
談
窓
口
を
一
本
化
し
、企

業
個
人
、関
係
機
関
等
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
お
け
る
課
題
解
決
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
。

　
創
立
総
会
で
は
、定
款
、事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
等
全
14
議
案
を
可

決
決
定
し
、理
事
４
名
、監
事
１
名

が
選
任
さ
れ
、そ
の
後
理
事
会
で
、

理
事
長
に
井
上
法
雄
氏（
有
限
会
社

ウ
ィ
ル
・
代
表
取
締
役
）、副
理
事
長

に
北
村
雅
彦
氏（
株
式
会
社
プ
ラ
ス

ビ
ッ
ツ
・
代
表
取
締
役
）が
選
任
さ

れ
た
。

　
井
上
理
事
長
は
、「
地
域
社
会
づ
く

り
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
、Ｉ
Ｔ
の

活
用
支
援
、小
規
模
事
業
者
の
生
産

性
向
上
を
目
指
し
、様
々
な
分
野
の

専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か

し
支
援
し
て
い
く
組
合
組
織
と
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い

る
。　
　
　
　
（
組
織
支
援
部　
上
根
）

地
域
社
会
づ
く
り
の

　
　

 

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
組
合
を
設
立

創立総会の様子

組合
Q&A

　日頃から、組合の運営や管理について様々な
疑問がでてくると思いますが、ここでは中央会に
よく寄せられるご質問について代表的なものを
ご紹介いたします。

　組合設立には発起人が事業計画書等を作成して所管行政庁と協議した後、２週間以上の開催
公告を掲示して創立総会を開催します。そして設立認可申請を所管行政庁に提出して認可を受
けた後、登記手続が完了して組合設立となります。
　このように設立に関連する諸手続きは多くありますが、設立に要する期間として原則２～３か月
程度を見込んでください。

■ 設立に要する期間はどの位でしょうか？

　中協法に基づく事業協同組合の組合員となることのできる者は、小規模の事業者であるが、
その規模の基準は、中協法第7条に規定されているように、資本の額又は出資の総額が3億円
（小売業又はサービス業を主たる事業とする事業者については5,000万円、卸売業を主たる事業
とする事業者については1億円）を超えない法人たる事業者、又は常時使用する従業員の数が
300人（小売業を主たる事業とする事業者については50人、卸売業又はサービス業を主たる事
業とする事業者については100人）を超えない事業者となっている。
　しかしながら、この基準を超える事業者であっても、実質的に小規模事業者であると認められ
れば組合員になれることになっている。

■ 小規模事業者の判断について
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製
造
業

は
低
調
に
推
移
し
た
。
西
部
地
区
で
は
前
月

比
は
下
回
っ
た
も
の
の
、
前
年
同
月
は
約
１

０
８
％
と
堅
調
で
あ
っ
た
。
今
後
も
し
ば
ら

く
堅
調
が
続
く
見
通
し
。

【
金
属
製
品
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
、
最
終
ユ
ー
ザ

ー
の
売
上
げ
に
繋
が
る
案
件
が
延
期
さ
れ
、

為
替
の
乱
高
下
の
影
響
で
、
計
画
通
り
に
受

注
さ
れ
ず
利
益
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。
ま

た
、
下
請
法
が
厳
し
く
な
る
中
、
相
見
積
も

り
企
業
数
（
競
合
先
）
の
増
加
に
よ
り
受
注

を
獲
得
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
価
格

転
嫁
に
応
じ
て
も
ら
え
ず
、
物
価
高
騰
、
人

件
費
の
高
騰
な
ど
を
加
味
し
た
上
で
見
積
も

り
を
提
出
し
て
も
受
注
を
獲
得
で
き
な
い
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の
見
積
も
り
物
件

も
少
な
く
、
落
ち
着
い
た
状
況
。Ｍ
グ
レ
ー

ド
鉄
骨
製
作
業
者
各
社
の
新
規
工
事
の
受
発

注
は
ま
と
ま
っ
た
物
件
は
少
な
い
状
況
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
４
月
の
受
注
状
況
は
前
月
比
、
前
年
同
月

比
で
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
程
度
の
受
注
状
況
で

あ
っ
た
。
自
動
車
、
建
設
機
械
、
農
業
機
械

等
の
も
の
づ
く
り
企
業
も
低
迷
状
態
が
継
続

し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
受
注
が
唯

一
比
較
的
順
調
と
な
っ
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
半
導
体
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
う
え
、

米
国
関
税
に
よ
る
影
響
は
今
後
の
不
安
要
素

と
な
っ
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
取
扱
数
量
は
季
節
の
野

菜
、
果
実
と
も
収
穫
の
狭
間
で
、
生
産
者
の

持
ち
込
み
が
減
少
し
前
月
比
、
前
年
同
月
比

と
も
減
少
し
て
い
る
。
売
上
高
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
取
扱
数
量
の
減
少
と
単

価
の
低
下
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
鮮
魚
関

係
で
は
、
取
扱
数
量
は
前
月
比
で
横
ば
い
、

前
年
同
月
比
で
大
き
く
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

売
上
高
は
単
価
の
上
昇
に
よ
り
前
月
比
で
横

ば
い
、
前
年
同
月
比
で
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

事
務
機
器
関
係
で
は
、
官
公
庁
需
要
も
収
ま

り
前
月
比
は
減
少
し
た
が
、
例
年
通
り
で
あ

る
た
め
特
に
影
響
は
な
い
。
食
料
品
、
消
耗

品
等
の
値
上
げ
に
加
え
、
燃
料
費
の
上
昇
に

よ
る
原
価
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
人
材

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
う
え
、
最

低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
人
件
費
上
昇
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、
巻
き
網

は
前
月
同
様
ほ
ぼ
小
型
イ
ワ
シ
の
水
揚
げ
が

続
き
、
１
，４
０
０
ｔ
か
ら
１
，５
０
０
ｔ
前

後
の
豊
漁
の
日
も
数
日
見
受
け
ら
れ
た
が
、

月
半
ば
に
時
化
模
様
が
続
く
週
が
あ
り
結
果

ト
ー
タ
ル
で
は
昨
年
を
若
干
下
回
る
月
と
な

っ
た
。
近
海
物
は
ホ
タ
ル
イ
カ
を
は
じ
め
比

較
的
順
調
な
水
揚
げ
で
あ
っ
た
が
、
カ
レ
イ

類
も
特
記
す
る
ほ
ど
の
大
漁
と
は
な
ら
ず
高

値
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
非
鉄
金
属
関
連
に
お
い
て
米
国
関
税
の
影

響
が
見
受
け
ら
れ
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
４
月
は
オ
ー
プ

ン
20
周
年
を
迎
え
た
「
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
」

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
そ
れ
に
併
せ

20
％
割
増
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
・

販
売
し
た
。
物
価
高
騰
に
よ
り
相
変
わ
ら
ず

消
費
マ
イ
ン
ド
が
低
い
ま
ま
で
飲
食
も
小
売

も
総
じ
て
苦
戦
が
続
い
て
い
る
。
鳥
取
市
の

水
産
物
小
売
で
は
、
昨
年
の
大
型
連
休
に
比

べ
今
年
は
飛
び
石
連
休
と
な
っ
た
た
め
、
来

場
者
は
若
干
減
少
と
な
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
飲
食
店
の
利
用

率
増
加
の
要
因
と
な
っ
た
。
倉
吉
銀
座
商
店

街
で
は
、
鳥
取
県
立
美
術
館
が
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
し
て
１
ヵ
月
が
経
過
し
、
商
店
街
を

美
術
館
に
見
立
て
ア
ー
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
を
商
店
街
の
各
店
舗
に
飾
り
、
賑
わ
い

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。
米
子
市
の
商
店

街
で
は
、
３
月
に
比
べ
、
４
月
の
人
流
は
停

滞
し
た
。
外
国
人
観
光
客
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
特
に
中
国
系
の
観
光
客
が
見
受
け
ら
れ

る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
大
型
連
休
ま

で
閑
散
期
に
な
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個

人
客
が
変
わ
ら
ず
堅
調
に
推
移
し
た
。
米
子

市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
売
上
高
は
前
月

比
で
同
水
準
、
前
年
同
月
比
で
増
加
と
な
っ

た
。
依
然
と
し
て
人
材
不
足
が
継
続
し
て
い

る
。
三
朝
温
泉
で
は
、
月
の
上
旬
は
春
休
み

が
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
気
に
客
足
が
遠

の
い
た
。
今
年
の
大
型
連
休
は
飛
び
石
連
休

と
な
る
た
め
平
日
の
予
約
も
少
な
く
空
室
が

多
く
発
生
し
た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
４
月
の

宿
泊
は
前
月
比
で
約
30
％
減
少
、
前
年
同
月

比
で
約
25
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
全
体
的
な

動
向
と
し
て
は
昨
年
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ

た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
４
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，５
３
７
台
で
前
月
比
は
40
．１
％

の
減
少
、
前
年
同
月
比
は
８
．９
％
の
増
加
で

あ
っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を

合
わ
せ
て
８
７
９
台
で
前
月
比
９
．１
％
、
前

年
同
月
比
は
４
．１
％
で
と
も
に
増
加
で
あ
っ

た
。
継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
５
，９
０
７
台
で
前
月
比
30
．４
％

の
減
少
、
前
年
同
月
比
６
．６
％
の
増
加
で

あ
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
３
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

２
７
億
円
、
件
数
１
２
４
件
と
な
っ
た
。
年

度
累
計
は
、
請
負
金
額
１
，０
１
２
億
円
、
件

数
１
，７
６
４
件
。公
共
投
資
は
単
月
で
２
ヵ

月
ぶ
り
の
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
と
な
り
、
年

度
累
計
は
プ
ラ
ス
を
維
持
し
た
。
設
備
投
資

は
単
月
で
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
に
振
れ
る
も
、

３
ヵ
月
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
く
。
住
宅
投

資
は
単
月
、
３
ヵ
月
平
均
と
も
に
前
年
同
月

比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
資
材
価
格
や
労
務
費

の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
に
価
格
転
嫁
が
追

い
付
い
て
お
ら
ず
、
売
上
、
採
算
の
悪
化
が

継
続
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
４
月
の
物
流
は
米
国
の
関
税
措
置
の
影
響

も
あ
り
、
特
に
製
造
業
の
動
き
が
悪
く
、
極

め
て
低
調
な
動
き
と
な
っ
た
。
荷
物
が
不
足

し
空
い
た
車
両
が
目
立
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
や
時
間
外
労
働
規
制
を
背
景
に
ス
ポ
ッ
ト

運
賃
は
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
燃
料
価

格
に
つ
い
て
は
、
軽
油
価
格
も
前
月
比
僅
か

な
が
ら
上
昇
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
経
営
を

直
撃
し
て
お
り
売
上
減
少
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
４
月
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
た
め

若
干
の
明
る
い
兆
し
は
見
え
て
き
た
も
の
の
、

足
踏
み
状
態
は
な
お
続
い
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。（

情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
北
米
に
輸
出
し
て
い
る
組
合
員
は
、
米
国

関
税
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
味
噌
・
醤
油

業
界
で
は
、
こ
こ
数
ヵ
月
で
製
品
の
値
上
げ

は
進
ん
だ
が
、
値
上
げ
に
伴
い
数
量
が
減
少

し
収
益
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
品
等
の
諸
物
価
が
上
昇

し
て
お
り
、
国
内
衣
料
品
市
場
は
冷
え
込
み

が
継
続
し
て
い
る
。
夏
物
消
費
の
出
足
も
悪

く
、
追
加
オ
ー
ダ
ー
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
地
域
の
同
業
者
の
閉
業
が
続
い
て
い
る
。

景
気
回
復
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
増
加
、
製
材
品
の
生
産
量
も

増
加
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
増
と

な
っ
た
。
４
月
か
ら
の
建
築
基
準
法
、
建
築

物
省
エ
ネ
法
改
正
を
前
に
駆
け
込
み
着
工
が

見
受
け
ら
れ
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働

率
は
前
月
比
60
％
、
前
年
同
月
比
は
３
０
０

％
増
加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印
　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
年
度
初
め
と
い

う
こ
と
も
あ
り
官
公
庁
案
件
は
少
な
く
、
業

務
量
と
し
て
は
低
調
で
あ
っ
た
が
、Ｉ
Ｔ
関

連
の
新
組
合
設
立
な
ど
地
域
経
済
の
デ
ジ
タ

ル
転
換
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

印
刷
業
界
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ウ
ド
型
業
務

や
デ
ー
タ
納
品
形
式
の
浸
透
が
進
み
、
紙
媒

体
か
ら
の
移
行
に
適
応
す
る
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
４
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

１
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
12
％
減
少
と

な
っ
た
。
東
部
地
区
で
は
４
月
は
前
年
同
月

比
で
同
水
準
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
10
月
以
降

災
害
復
旧
工
事
の
影
響
も
収
ま
り
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
中
部
地
区
で
は
２
ヵ
月
連

続
で
前
月
比
を
上
回
っ
た
が
、
前
年
同
月
比

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況ＤＩ値は、前月比２６.３ポイント低下のマイナス２８.９、前年同月比同水準のマイナス１３.２
となった。製造業では、一部業種で価格転嫁を図る動きが見受けられたものの、販売価格の上昇により需
要の停滞を引き起こすなど悪循環となっている。また、金属、一般機器関連の業種を中心に米国関税の影
響により取引先の生産体制の見直しに伴う受注、販売量の減少が懸念されるなど不透明な状況が続いて
いる。非製造業では、月の下旬には好天に加え大型連休もあり人流は増加したものの、消費マインドは回復
しておらず、飲食、小売を中心に苦戦が続いている。県内景況は、原材料及び仕入価格等高騰の影響による
経費負担の増加が長引いており、販売単価上昇が消費及び発注量に影響するなど、業界を問わず消費マイ
ンドの低下が深刻化している。加えて、人材確保難や物流の停滞、米国関税の影響への懸念など問題が山
積している。

販売単価上昇が
消費及び発注量に影響
人材確保難や物流の停滞、
米国関税の影響等問題が山積
～景況DI値は、前年同月比同水準のマイナス１３.２～

月4

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R5/4 R6/4 R7/4
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非
製
造
業

は
低
調
に
推
移
し
た
。
西
部
地
区
で
は
前
月

比
は
下
回
っ
た
も
の
の
、
前
年
同
月
は
約
１

０
８
％
と
堅
調
で
あ
っ
た
。
今
後
も
し
ば
ら

く
堅
調
が
続
く
見
通
し
。

【
金
属
製
品
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
、
最
終
ユ
ー
ザ

ー
の
売
上
げ
に
繋
が
る
案
件
が
延
期
さ
れ
、

為
替
の
乱
高
下
の
影
響
で
、
計
画
通
り
に
受

注
さ
れ
ず
利
益
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。
ま

た
、
下
請
法
が
厳
し
く
な
る
中
、
相
見
積
も

り
企
業
数
（
競
合
先
）
の
増
加
に
よ
り
受
注

を
獲
得
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
価
格

転
嫁
に
応
じ
て
も
ら
え
ず
、
物
価
高
騰
、
人

件
費
の
高
騰
な
ど
を
加
味
し
た
上
で
見
積
も

り
を
提
出
し
て
も
受
注
を
獲
得
で
き
な
い
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の
見
積
も
り
物
件

も
少
な
く
、
落
ち
着
い
た
状
況
。Ｍ
グ
レ
ー

ド
鉄
骨
製
作
業
者
各
社
の
新
規
工
事
の
受
発

注
は
ま
と
ま
っ
た
物
件
は
少
な
い
状
況
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
４
月
の
受
注
状
況
は
前
月
比
、
前
年
同
月

比
で
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
程
度
の
受
注
状
況
で

あ
っ
た
。
自
動
車
、
建
設
機
械
、
農
業
機
械

等
の
も
の
づ
く
り
企
業
も
低
迷
状
態
が
継
続

し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
受
注
が
唯

一
比
較
的
順
調
と
な
っ
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
半
導
体
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
う
え
、

米
国
関
税
に
よ
る
影
響
は
今
後
の
不
安
要
素

と
な
っ
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
取
扱
数
量
は
季
節
の
野

菜
、
果
実
と
も
収
穫
の
狭
間
で
、
生
産
者
の

持
ち
込
み
が
減
少
し
前
月
比
、
前
年
同
月
比

と
も
減
少
し
て
い
る
。
売
上
高
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
取
扱
数
量
の
減
少
と
単

価
の
低
下
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
鮮
魚
関

係
で
は
、
取
扱
数
量
は
前
月
比
で
横
ば
い
、

前
年
同
月
比
で
大
き
く
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

売
上
高
は
単
価
の
上
昇
に
よ
り
前
月
比
で
横

ば
い
、
前
年
同
月
比
で
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

事
務
機
器
関
係
で
は
、
官
公
庁
需
要
も
収
ま

り
前
月
比
は
減
少
し
た
が
、
例
年
通
り
で
あ

る
た
め
特
に
影
響
は
な
い
。
食
料
品
、
消
耗

品
等
の
値
上
げ
に
加
え
、
燃
料
費
の
上
昇
に

よ
る
原
価
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
人
材

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
う
え
、
最

低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
人
件
費
上
昇
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、
巻
き
網

は
前
月
同
様
ほ
ぼ
小
型
イ
ワ
シ
の
水
揚
げ
が

続
き
、
１
，４
０
０
ｔ
か
ら
１
，５
０
０
ｔ
前

後
の
豊
漁
の
日
も
数
日
見
受
け
ら
れ
た
が
、

月
半
ば
に
時
化
模
様
が
続
く
週
が
あ
り
結
果

ト
ー
タ
ル
で
は
昨
年
を
若
干
下
回
る
月
と
な

っ
た
。
近
海
物
は
ホ
タ
ル
イ
カ
を
は
じ
め
比

較
的
順
調
な
水
揚
げ
で
あ
っ
た
が
、
カ
レ
イ

類
も
特
記
す
る
ほ
ど
の
大
漁
と
は
な
ら
ず
高

値
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
非
鉄
金
属
関
連
に
お
い
て
米
国
関
税
の
影

響
が
見
受
け
ら
れ
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
４
月
は
オ
ー
プ

ン
20
周
年
を
迎
え
た
「
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
」

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
そ
れ
に
併
せ

20
％
割
増
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
・

販
売
し
た
。
物
価
高
騰
に
よ
り
相
変
わ
ら
ず

消
費
マ
イ
ン
ド
が
低
い
ま
ま
で
飲
食
も
小
売

も
総
じ
て
苦
戦
が
続
い
て
い
る
。
鳥
取
市
の

水
産
物
小
売
で
は
、
昨
年
の
大
型
連
休
に
比

べ
今
年
は
飛
び
石
連
休
と
な
っ
た
た
め
、
来

場
者
は
若
干
減
少
と
な
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
飲
食
店
の
利
用

率
増
加
の
要
因
と
な
っ
た
。
倉
吉
銀
座
商
店

街
で
は
、
鳥
取
県
立
美
術
館
が
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
し
て
１
ヵ
月
が
経
過
し
、
商
店
街
を

美
術
館
に
見
立
て
ア
ー
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
を
商
店
街
の
各
店
舗
に
飾
り
、
賑
わ
い

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。
米
子
市
の
商
店

街
で
は
、
３
月
に
比
べ
、
４
月
の
人
流
は
停

滞
し
た
。
外
国
人
観
光
客
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
特
に
中
国
系
の
観
光
客
が
見
受
け
ら
れ

る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
大
型
連
休
ま

で
閑
散
期
に
な
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
個

人
客
が
変
わ
ら
ず
堅
調
に
推
移
し
た
。
米
子

市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
売
上
高
は
前
月

比
で
同
水
準
、
前
年
同
月
比
で
増
加
と
な
っ

た
。
依
然
と
し
て
人
材
不
足
が
継
続
し
て
い

る
。
三
朝
温
泉
で
は
、
月
の
上
旬
は
春
休
み

が
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
気
に
客
足
が
遠

の
い
た
。
今
年
の
大
型
連
休
は
飛
び
石
連
休

と
な
る
た
め
平
日
の
予
約
も
少
な
く
空
室
が

多
く
発
生
し
た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
４
月
の

宿
泊
は
前
月
比
で
約
30
％
減
少
、
前
年
同
月

比
で
約
25
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
全
体
的
な

動
向
と
し
て
は
昨
年
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ

た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
４
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，５
３
７
台
で
前
月
比
は
40
．１
％

の
減
少
、
前
年
同
月
比
は
８
．９
％
の
増
加
で

あ
っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を

合
わ
せ
て
８
７
９
台
で
前
月
比
９
．１
％
、
前

年
同
月
比
は
４
．１
％
で
と
も
に
増
加
で
あ
っ

た
。
継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
５
，９
０
７
台
で
前
月
比
30
．４
％

の
減
少
、
前
年
同
月
比
６
．６
％
の
増
加
で

あ
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
３
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

２
７
億
円
、
件
数
１
２
４
件
と
な
っ
た
。
年

度
累
計
は
、
請
負
金
額
１
，０
１
２
億
円
、
件

数
１
，７
６
４
件
。公
共
投
資
は
単
月
で
２
ヵ

月
ぶ
り
の
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
と
な
り
、
年

度
累
計
は
プ
ラ
ス
を
維
持
し
た
。
設
備
投
資

は
単
月
で
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
に
振
れ
る
も
、

３
ヵ
月
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
く
。
住
宅
投

資
は
単
月
、
３
ヵ
月
平
均
と
も
に
前
年
同
月

比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
資
材
価
格
や
労
務
費

の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
に
価
格
転
嫁
が
追

い
付
い
て
お
ら
ず
、
売
上
、
採
算
の
悪
化
が

継
続
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
４
月
の
物
流
は
米
国
の
関
税
措
置
の
影
響

も
あ
り
、
特
に
製
造
業
の
動
き
が
悪
く
、
極

め
て
低
調
な
動
き
と
な
っ
た
。
荷
物
が
不
足

し
空
い
た
車
両
が
目
立
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
や
時
間
外
労
働
規
制
を
背
景
に
ス
ポ
ッ
ト

運
賃
は
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
燃
料
価

格
に
つ
い
て
は
、
軽
油
価
格
も
前
月
比
僅
か

な
が
ら
上
昇
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
経
営
を

直
撃
し
て
お
り
売
上
減
少
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
４
月
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
た
め

若
干
の
明
る
い
兆
し
は
見
え
て
き
た
も
の
の
、

足
踏
み
状
態
は
な
お
続
い
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。（

情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
北
米
に
輸
出
し
て
い
る
組
合
員
は
、
米
国

関
税
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
味
噌
・
醤
油

業
界
で
は
、
こ
こ
数
ヵ
月
で
製
品
の
値
上
げ

は
進
ん
だ
が
、
値
上
げ
に
伴
い
数
量
が
減
少

し
収
益
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
品
等
の
諸
物
価
が
上
昇

し
て
お
り
、
国
内
衣
料
品
市
場
は
冷
え
込
み

が
継
続
し
て
い
る
。
夏
物
消
費
の
出
足
も
悪

く
、
追
加
オ
ー
ダ
ー
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
地
域
の
同
業
者
の
閉
業
が
続
い
て
い
る
。

景
気
回
復
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
増
加
、
製
材
品
の
生
産
量
も

増
加
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
増
と

な
っ
た
。
４
月
か
ら
の
建
築
基
準
法
、
建
築

物
省
エ
ネ
法
改
正
を
前
に
駆
け
込
み
着
工
が

見
受
け
ら
れ
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働

率
は
前
月
比
60
％
、
前
年
同
月
比
は
３
０
０

％
増
加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印
　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
年
度
初
め
と
い

う
こ
と
も
あ
り
官
公
庁
案
件
は
少
な
く
、
業

務
量
と
し
て
は
低
調
で
あ
っ
た
が
、Ｉ
Ｔ
関

連
の
新
組
合
設
立
な
ど
地
域
経
済
の
デ
ジ
タ

ル
転
換
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

印
刷
業
界
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ウ
ド
型
業
務

や
デ
ー
タ
納
品
形
式
の
浸
透
が
進
み
、
紙
媒

体
か
ら
の
移
行
に
適
応
す
る
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
４
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

１
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
12
％
減
少
と

な
っ
た
。
東
部
地
区
で
は
４
月
は
前
年
同
月

比
で
同
水
準
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
10
月
以
降

災
害
復
旧
工
事
の
影
響
も
収
ま
り
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
中
部
地
区
で
は
２
ヵ
月
連

続
で
前
月
比
を
上
回
っ
た
が
、
前
年
同
月
比
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   680-0921 37-4 

TEL : 0857-21-0189  Mail : tjng_kyomu@to ori-gakuen.jp 
   

  
 

 

STEP1  
( )  

 

   
 

STEP3 

 

STEP2 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

通常総会開催！！通常総会開催！！

県内事業者の経営力向上に向けた 令和７年度
全国中小企業青年中央会

多数のご参加をお待ちしております！

価格適正化と賃上げ
相談窓口を開設！

　物価高騰や人件費高騰などによる厳しい経営環境で
も、価格適正化や賃上げを実現するため、価格転嫁や
生産性向上、業務改善等の具体的な方法を企業経営
の専門家に相談できる窓口を開設します。

相談受付

●受付期間 令和７年３月３日（月）～
 令和８年２月２７日（金）
●受付機関 鳥取県中小企業団体中央会
 ※本事業は鳥取県からの受託事業として
 　実施します。

●受 付 先 電話 0857-26-6671
 メール　honbu@chuokai-tottori.or.jp
 ※電話による受付は、平日の午前９時～午後５時です。
 　（メールは随時）

相談
無料

と　き

令和7年6月20日（金）

参加費 15,000円／人

ところ

スケジュール

ホテルニューオータニ鳥取
鶴の間

通常総会 14：00～15：00
UBAサミット 15：15～17：00
物産展 17：00～19：00
懇親会 18：00～20：00
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令和7年6月1日

労働保険の「年度更新」手続きをお願いします

令和7年度 鳥取県産業未来共創事業のご案内

　労働保険の年度更新手続きの時期となりました。
　今年の年度更新では、令和６年度の確定保険料及び令和７年度の概算保険料並びに石綿健康被害救済法に
基づく一般拠出金の申告・納付手続きが必要となりますので、６月２日から７月１０日までの間に申告・納付手続
きをお願いします。
　申告書は、期間中、電子申請のほか、県内各所に設ける集合受付会場、鳥取労働局、最寄りの労働基準監督署
等で受付します。

事業主のみなさまへ

※労働保険事務を労働保険事務組合に委託している事業主は、事務組合を通じての申告・納付となります。

６月　５日、１３日、１６日、２３日
７月　１日、１０日 ９：００～１６：００ 鳥取労働局（４階会議室）東部

６月　９日、１７日、２７日
７月１０日 １０：００～１５：００ 倉吉地方合同庁舎（４階会第１会議室）中部

西部 ６月１１日 ９：３０～１５：００ 境港商工会議所（展示室）
ハローワーク根雨（会議室）

月　　日地区 時　　間 場　　所
【令和7年度　年度更新集合受付　開催日程】

６月２０日 ９：３０～１５：００
米子食品会館（新館２階会議室）７月１０日 １０：００～１５：００

６月１０日、１９日 １０：００～１６：４５
米子食品会館（大ホール）

６月２５日、３０日 １０：００～１５：００

新たなチャレンジで現状を打破したい方
「新たな企業価値創造型」

鳥取県産業未来共創補助金

　まずは、中央会にご相談ください。 
【問合せ先】 TEL：0857-26-6671　FAX：0857-27-1922

■事業認定の申請期間 第1回 令和7年 5月12日（月） ～ 同年 6月　6日（金）
第2回 令和7年 8月　1日（金） ～ 同年 8月29日（金）
第3回 令和7年 11月　4日（火） ～ 同年 11月28日（金）
第4回 令和8年 1月　5日（月） ～ 同年 1月30日（金）

経営力強化、生産性向上で発展したい方
「生産性向上・新技術導入推進型」

新しいビジネスモデルで大きく飛躍したい方
「経営革新型」

（２４か月以内） （２４か月以内） （36か月以内）
重点分野は1,500万円

補助額 最大200万円 補助額 最大500万円 補助額 最大1,000万円

※自社にとって新しい取組を行い、付加価値額、
経常利益、売上高のいずれかが増加する計画
が対象

※経営力強化及び生産性向上（働き方改革）を
目指す計画が対象
※経営力向上計画（国）の認定が必要

※経営革新計画（中小企業等経営強化法）の
承認を受けた計画が対象

補助メニュー 新商品（役務）開発等・経営力強化 設備投資

補助率

補助対象経費

FS調査費
経営基盤整備費
新商品（役務）開発費
人材育成費
販路開拓費 など

※組合等・任意グループの場合は２／３ （生産性向上・新技術導入推進型、経営革新型のみ）

設備導入・DX導入費
➡建物、設備（機械装置・工具器具・備品・システム）
※事業規模下限50万円
※取得価格10万円未満の設備は対象外
※貸付のために導入する設備は対象外
※生産性向上・新技術導入推進型の生産性向上の取組では建物は対象外　など

１／２

補助対象経費は
組み合わせて
活用可能です！

（申請先は中小企業団体中央会）

【お問い合わせ先】 鳥取労働局労働保険徴収室　電話：０８５７-２９-１７０２
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鳥取事務所
〒680-0835　鳥取市東品治町 102　鳥取駅前ビル 3階
TEL 0857-20-1500　　FAX 0857-20-1502
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令和7年6月1日 中央会の動き

　
日
中
は
汗
ば
む
よ
う
な
気
候
が
増
え
、

初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。近
年
は
気
温
の
変
化
が
激
し
く
、

衣
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。今
年
の
暑
い
夏

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、今
の
う
ち
か

ら
暑
さ
対
策
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
本
誌
に
も
告
知
の
通
り
、６
月
１８
日
に

当
会
の
通
常
総
会
、６
月
２０
日
に
は
全
国

中
小
企
業
青
年
中
央
会
の
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
す
。多
く
の
会
員
様
並
び
に
全

国
の
青
年
部
の
皆
様
に
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。７
月

か
ら
は
当
会
事
業
も
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
の
で
、是
非
と
も
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。（

ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

　

の
ど
か
な
風
景
が
続
く
大
山
放
牧

場
内
に
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
。
周
辺

で
は
数
多
く
の
牛
が
放
牧
さ
れ
、
間

近
に
ふ
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
新
鮮

な
ミ
ル
ク
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

名
物
の
特
製
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
来

場
の
記
念
に
欠
か
せ
な
い
必
須
ア
イ

テ
ム
。
過
去
１
日
に
４
，
２
０
０
個

売
り
上
げ
た
事
も
あ
る
大
人
気
商
品

で
す
。

　

夏
は
新
緑
が
美
し
く
、
大
山
の
自

然
を
満
喫
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

「
大
山
ま
き
ば
み
る
く
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
伯
耆
町
〉

今
月
の
表
紙

中央会・組合の 行事予定
日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

月6

通常総会のお知らせ通常総会のお知らせ

１５：００～ 令和７年度通常総会
１６：３０～ 通常総会祝賀会

６月18日（水）

★は特別相談室開設日

 ★3日（火） ★6日（金） ★10日（火） 
 ★13日（金） 17日（火） 24日（火）

6月の倉吉出張所相談日のお知らせ

 3 火 中央会青年部通常総会・懇親会 17：00
 ホテルセントパレス倉吉

 16 月

中部青年中央会６月例会 19：00
 倉吉シティホテル

西部青年中央会６月例会 18：45
 米子市淀江文化センター

 18 水 令和7年度中央会通常総会・表彰式・祝賀会
１５：００ ホテルニューオータニ鳥取

 19 木 東部青年中央会６月例会 17：45
 ホテルモナーク鳥取

 20 金 全国中小企業青年中央会通常総会 １４：００
 ホテルニューオータニ鳥取

 24 火 鳥取女性中央会通常総会・研修会 １１：００
 ホテルセントパレス倉吉

中部・西部地区会員向け　特別相談室のお知らせ
中部・西部会員の皆様への相談機能の充実強化を図るため、特別相談室を開設します。
通常総会前後の事務手続きや日頃のお悩み、事業運営に係る問題解決など、幅広いご相談に応じます。

開催日

中部特別相談室
６月　３日（火）、　６日（金）、１０日（火）、１３日（金）

時　間 ９時～１７時 場　所 倉吉出張所（倉吉商工会議所３階）

開催日

西部特別相談室
６月　３日（火）、　６日（金）、１０日（火）、１３日（金）

時　間 １０時～１６時 場　所 米子支所（米子商工会議所５階）

お気軽に
ご相談ください

と　き

鳥取市
「ホテルニューオータニ鳥取」

ところ

　5月より鳥取県中小企業団体中央会に
勤務させていただくことになりました、須

山と申します。未経験の業務で分からないことばかりですが、
皆様から多くのことを吸収し、安心して仕事を任せていただ
けるよう、一生懸命に取り組んで参ります。ご指導の程、何
卒よろしくお願い申し上げます。

価格適正化・賃上げ相談窓口業務
相談員　須山  紗稀

新 入 職 員 紹 介



再生紙を使用しています

TEL

TEL0857-26-7648 Email:jinkoutaisaku@pref.tottori.lg.jp
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